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1月 24日 学研労協旗開きを開催しました 

 学研労協の旗開きが1月24日（木）夕方、産業技術総合研究所（産総研）の食堂で行われました。旗

開きには、学研労協に加盟している各単組(25名参加)をはじめ、共闘する団体等から来賓者(6名参加)

の方々をお迎えし、明るい新年のスタートを切りました。 

 川中事務局長（産総研労組）によ

る司会進行のもと、開会宣言に続き、

主催者代表として芝池議長（全農林）

から「労働環境改善など職場内外で

いろいろな課題が山積しており大変

な時ですが、このような時こそ、若

い組合員や職員との交流を持ちながら元気に共に闘っていきましょう。」と力強い挨拶がありました。 

 来賓として茨城国公・野尻事務局長からお祝いの言葉、今年の春闘に向けての取り組みや茨城にお

ける労働問題、つくば市共同運動についての報告をして頂きました。水戸翔合同法律事務所の学研労

協顧問弁護士の先生からのお祝いをはじめ、皆様から激励のお言葉を頂戴いたしました。また今年は、

芝池議長、児玉常任幹事（全農林）のアコーデオンとギター演奏と一緒に谷萩様（水戸翔合同弁護士

事務所）の歌を披露していただき、ミニ演奏会が開かれました。その後、各単組から新年の抱負や活

動報告が行われ、最後に芝池議長の音頭で「今

年1年、住みやすく働きやすい街づくりを目指

して、団結ガンバロ―！」で締めくくられま

した。短時間でしたが、普段なかなか交流す

る機会の少ない各単組の皆様や、他団体の

方々が親睦を深めることができ、盛大な旗開

きでした。 

【旗開き】労働組合で一年間の闘争を始めるにあたり年始に開く懇親会。年末にたたんであった労働組合の旗を、

あらためて年始に開き、飾って新年の決意を表明することから旗開きと言われています。 

 

2月 15日(金)  2019春闘学習会 
民間の春闘での賃上げや経済の成り行きが、民間比較による勧告となって、国の機関で働く我々の

給与、処遇に反映されます。今年の春闘に関わる情勢などを国公労連の方をお呼びして講演していた

だき、今一度、団結の力を発揮するため、労働条件改善に向けたたかいに向けて下記のとおり学習会

を開催します。 

加盟各単組・分会の方は、ご多忙のこととは存じますが、万障繰り合わせのうえご出席ください。 

日 時        2019年 2月15日（金）18：00～ 

    場 所     国立環境研究所 地球温暖化研究棟会議室 


